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Annual review
Annual review 2015-2016： 基礎編 
― HBOT・潜水医学

伊古美文隆
防衛医科大学校　防衛医学研究センター

2015～2016年に発表された学術論文を，Diving, 
Hyperbaric Oxygen therapy, decompression, 
underwater blastなどをキーワードとし，PubMed上で
渉猟した。恣意的ではあるが，これら文献の中から，
学術的に興味深いもの及び実用的な観点から重要性
の高いと思われるものを選択して紹介した。また，内
容は多岐にわたるので，以下のとおり5つに分類整理
した。1．潜水生理，2．減圧症，3．高気圧酸素治療・
ガス生物学，4．水中爆傷，5．その他（疾病，水中危
険生物，飽和潜水など）。
最初の，潜水生理では，素潜りにおける循環反射
についての検討1），舌咽頭吸入法の循環動態への影
響2），脳への酸素供給に対する息こらえの影響3）など
が報告されている。比較生理学的な観点からは，ヒゲ
クジラ舌における血液の対向流による熱交換機構4），
アザラシ肺胞表面活性物質の解析5），イルカ白血球活
性化への圧の影響6）などがあった。
2番目の減圧症に関しては，潜水に伴う血中マイク
ロパーティクル量の増加7,8），減圧症に対する抗血小板
薬やニトロ製剤の効果についての報告9,10）があった。ま
た，摘出血管を用いた実験では，部位差はあるもの
の，減圧症による平滑筋収縮力の低下が報告されて
いる11）。
3番目の高気圧酸素治療・ガス生物学に関しては，
反復する高気圧酸素曝露による脳外傷後のアストロサ
イトーシス軽減12），一酸化炭素中毒に対する光治療の
可能性13），高気圧酸素と血糖値及び脳酸素中毒との
関係14），などが報告されていた。さらに，希ガス・メタ
ン・水素といった生体内で比較的安定とされてきたガ
スの生理作用及び治療応用への可能性についての報
告が散見された15～18）。
4番目の水中爆傷に関する文献には，過去の症例か
らの水中爆発による腹部臓器や肺の損傷に対する特
性の解析19），浅海面に敷設された地雷の効果20,21）など
が見られた。
5番目のその他には，素潜りによる小児の動脈ガス
塞栓症の症例22），浸水性肺水腫の病態とシルデナフィ
ルの有効性に関する検討23），オーストラリア周辺海域
におけるアニサキス科幼線虫分布の調査24），飽和潜水
による認知機能や蛋白発現の変化についての解析25,26）

などがあった。
以上，潜水医学に関する最新の基礎的論文を紹介
した。これらの知見が，今後の研究や診療に役立つ
ような文献を見出す手がかりとなれば幸いである。
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